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1 はじめに 

 第四次産業革命に始まった複雑化、高度化す

る情報社会の中で人工知能を始めとした技術

は急速に普及している．特に複雑化する社会に

おける最適化問題に対して，優良解を発見可能

である進化的計算手法が注目されており，社会

学，生物学，情報科学の観点からコンピュータ

ー上で計算する研究が行われてきている．進化

的計算の代表例に遺伝的アルゴリズム 

(Genetic Algorithm：以下GA)が挙げられる． 

 GA1)は1960年代から研究されてきた生物の

進化のメカニズムを模倣した手法である．自然

界においては環境に適合できない生物は淘汰

され，環境に適合した個体は生き延び繁栄する．

このメカニズムをモデル化し，与えられた環境

に最も適合したもの，すなわち作成した適合度

関数に対して最適値を求めようとする最適化

手法である． 

 本研究では遺伝的アルゴリズムを用いてス

ケジューリング問題の勤務表作成についてア

ルゴリズムや解法の再構築を行う. 

 

2 先行研究 

池上ら2)はフルタイム勤務を前提とした中で現

場調査の結果をもとに数理計画モデルを提案

した.またSrimathy Mohan3)は全体の労働力の最

大75%がパートタイムのスタッフで構成され

た現場を想定しスタッフの要望を考慮した整

数計画モデルを提案した. 

 

3 現状分析 

3.1 ナース・スケジューリング問題について 

ナース・スケジューリングは、人間が潜在的に

考慮する制約や評価尺度の存在から，最適化ア

ルゴリズムが組みづらい状況が続いている．ま

た病棟の勤務表作成はいまだ組み合わせ最適

化問題とナース・スケジューリングなどに結び

ついているとはいいがたい． 

4 問題点及び対策 

4.1 問題点 

GAはメタヒューリスティクスとして広く知

られる最適化アルゴリズムであるが、最適解が

求まる前に解の変化が止まり局所解に陥る問

題がある．従ってGAにおいて解候補の個体の

多様性は重要な要素でありGAの性能を左右す

る． 

 

4.2 対策 

 個体群の多様性を効果的に維持して探索を

進めるため個体群の一部を評価し入れ換えて

いく手法であるMinimal Generation Gap法4)を用

いて進める． 

 

5 実験方法および測定方法 

 5.1 実験方法 

 GAにおいては，数字やアルファベットで表

された遺伝子が染色体 (Chromosome)上にコ

ーディングされる．それぞれの遺伝子の組合せ

を遺伝子型といい，その遺伝子型によって表現

される個体を，表現型という．この染色体に対

して，個体の優劣を決定するための評価基準と

なる適応度関数を定義し個体の適応度に応じ

て選択  (Selection) を行う．また，交叉 

(Crossover），突然変異(Mutation)などの遺伝

的操作を行い，新しい個体を生成する．このよ

うな遺伝的操作を繰り返し行うことで，適合度

関数を最大化する個体が生成される． 

 

 5.2 パラメータの決定 

(1) 初期集団の形成 

 染色体をもつ個体を，ランダムにＮ個発生さ

せる．その後，親2個体を個体群からランダム

に選び親から子をc個体生成する． 

 

(2)評価 
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各個体の評価値を，遺伝子を引数とする評価関

数によって計算する．評価値を元に，個体の適

応度を決定する. 

(3)選択 

新たにつくられる遺伝子の親となる個体を選

択する．適応度が高い個体ほど次世代に生き 

残り，残りは淘汰される．個体の選択には様々

な手法があるが本研究ではルーレット選択と

エリート選択を用いる. 

(a) 

 

 
図1 ルーレット選択 

 

 (4)交叉 

選択された2つの親の遺伝子を受け継ぐ，新た

な子となる個体をつくる．交叉は親世代と子世

代の染色体数が同じになるまで続けられる．本

実験では一点交叉，二点交叉、多点交叉を用い

て比較検討する． 

  

(5)突然変異 

子の遺伝子の一部を変化させる．変化させる個

体やその箇所は，ランダムで選択する．突然変

異を行うことで，解空間の探索範囲が限られる

のを防ぐことができる．本研究では突然変異の

確率を10％，25％，50％，75％で実験を行う． 

 

 
図2 遺伝的アルゴリズムの構成 

 

6 おわりに 

 講演会では設定した制約条件に対しての適

応度関数を調整し，遺伝的アルゴリズムを用い

て各パラメータの数値シミュレーションを比

較検討したものを報告する予定である． 
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